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講演概要 

学習指導要領が目指す「学校教育を通じて育むべき資質・能力の育成を目指した教育課

程編成、授業改善、学習評価」について校内研究を通して実証的に研究を進めた横浜国立

大学教育学部附属鎌倉中学校（以下「附属鎌倉中学校」）の取組のうち、「学習評価」に関

する実践について取り上げたものである。この研究に関しては、玉川大学教師教育リサー

チセンター年報第 12 号 2021 年度（103―124）に「学校教育を通じて育むべき資質・能力

の育成を目指した教育課程編成の実証的研究報告」として 3年間（2018―2021 年）の研究

の取組をまとめている。研究が継続する中で、附属鎌倉中学校の研究は、隣接する附属鎌

倉小学校との一体的研究（小中一貫）へと移行していくこととなった。そうした中にあっ

て、「学習評価」に関する関心は高く（特に「主体的に学習に取り組む態度」に関する評

価の在り方）、附属鎌倉中学校における実践についても関心が寄せられていることもあり

中学校における「学習評価」に関する研究は継続して取り組んできた（2021－2023 年）。   

研究を伴走する中で、改めて、学校が目指す資質・能力の育成という共通の目標に向か

って、一人ひとりの先生方自身の授業実践（内容・方法・評価）が学校運営や様々な条件

整備と繋がっていることを実感し、授業実践に止まらず自分たちの集団がどうあったらい

いのかということについてまで課題意識と創造的な意識を持って対話を繰り返し、「共

感」を得られる言葉や具体的なイメージを共有していく営みが、学校全体で取組む「カリ

キュラム・マネジメント」であるということを実感した。 

 この研究により、「学校として育成したい資質・能力が明確であること」「学校としてカ

リキュラム・マネジメントの PDCAサイクルが循環していること」「個別最適な学びと協働

的な学びを通して、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に取組んでいるこ

と」の 3つが機能していることが重要であり、「学びのプラン」を活用することで教師は

もちろんの事、生徒自身が授業を通して、どのような資質・能力が身に付いたのかを自覚

的に捉えることができ、その結果、教育課程の改善に繋がることを確認した。 

 


